
　2005年９月、リコーは世界で初めて、デジタ
ル複合機本体に音声認識機能を搭載するための
アクセシビリティ対応のオプション「imagio 音
声ナビ タイプB」※を開発し、新発売しました。
　デジタル複合機が高機能化、多機能化するな
かで、ユーザビリティの向上のために液晶タッ
チパネルでの操作が一般的になる一方、視覚障
害者の方にとって、凹凸のない液晶タッチパネ
ルでの操作はとても困難なものとなっていまし
た。
　このオプションの搭載により、音声やテンキ

ー操作、音声ガイダンスによってコピー機の操
作が可能になるため、視覚障害者の方でもコピ
ー作業が容易に行えるようになります。
  米国で、連邦政府調達のためのリハビリテー
ション法修正508条が施行されたほか、日本で
は障害者基本法の改正や情報アクセシビリティ
のJISグループ規格が制定されるなど、近年、
アクセシビリティに対する関心はますます高ま
っています。機器が高度化し､複雑化するなか
で、障害者や高齢者の方への対応は世界的な潮
流となっています。

imagio 音声ナビ タイプＢ

グッドショット（わが社のチョット良い話）（3）

“imagio 音声ナビ タイプB”（2005年　株式会社リコー）

　事務機械の発展を支えてきた会員企業の記念すべき製品はじめ業務改善事例、社会貢献活動等を
ご紹介いただくコーナーとして連載いたします。第３回目は株式会社リコー様です。

※imagio Neo C455it ／同 C355it に対応

　次世代商品といわれて久しいＰＤＡが定着しなかった反省を
踏まえ“新たなインターネット利用機器が産まれる為には何が
必要か”、ユビキタス社会の中で、新しいワークスタイル、ユビ
キタスコラボレーションワークを描きながら、最適な日本発の新
しいモバイルツール、いわゆる次世代インターネットアプライア
ンスの姿を提言します。

　ブロードバンド化や無線LAN網の整備、音声通話とデータ
通信の融合など、通信インフラの発展を活用した次世代インタ
ーネットアプライアンスの姿と活用の世界をのぞいて下さい。




